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 ＦＲＰ飛来塩分防護板は、主桁間の下面部にリブ付ＦＲＰパネル
を敷設したものであり、下記の効果がある。 

 
   ①飛来塩分や排気ガスの進入を遮断し、塗膜損傷を防止 
  ②遮断効果により、腐食しやすい添架物の損傷も防止 
  ③桁間を内面塗装仕様に変更することで、塗り替え不要を実現 
  ④防護板上を歩行することで、検査路機能を付加(検査路省略) 

FRP飛来塩分防護板（１） 

【変更後】 【変更前】 

海塩粒子、排気ガス 海塩粒子、排気ガス 検査路 

添架物・支持材 外面塗装 内面塗装 

遮断 

ＦＲＰ飛来塩分防護板 
 (検査路兼用) 



FRP飛来塩分防護板（２） 

 桁間を内面塗装仕様に変更することで、塗り替えが
不要となり、塗装費のLCCが大幅に低減 

 防護板＋塗装費のLCC（ライフサイクルコスト） 

※ 海岸部等の厳しい環境下におけるC-5外面塗装の 
  耐久年数を20年として、計４回の塗り替え塗装費を計上 
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塗装費のLCCが大幅に低減 



FRP飛来塩分防護板（３） 

○ ○

点検 ○ △

塗装 ○ ×

添架物 ○ ×

○ △

○ △

○ △

○ △

20,000 円/㎡ × 2,000 ㎡　＝ 40,000 千円 0 ㎡　＝ 0 千円

〃　床板 5,000 円/ｍ × 500 ｍ　＝ 2,500 千円 〃　床板 0 ｍ　＝ 0 千円

10,500 円/㎡ × 2,000 ㎡　＝ 21,000 千円 0 ㎡　＝ 0 千円

0 ｍ　＝ 0 千円 55,000 円/ｍ × 500 ｍ　＝ 27,500 千円

0 ｍ　＝ 0 千円 16,800 円/ｍ × 500 ｍ　＝ 8,400 千円

7,000 円/㎡ × 6,750 ㎡　＝ 47,250 千円 Ｃ－５ 7,000 円/㎡ × 13,399 ㎡　＝ 93,793 千円 Ｃ－５

3,000 円/㎡ × 17,948 ㎡　＝ 53,844 千円 Ｄ－５ 3,000 円/㎡ × 11,299 ㎡　＝ 33,897 千円 Ｄ－５

＝ 164,594 千円 ＝ 163,590 千円

3,200 円/㎡ × 6,750 ㎡　＝ 21,600 千円
２０年目
で１回

3,200 円/㎡ × 13,399 ㎡　＝ 42,877 千円
２０年目
で１回

1,030 円/㎡ × 1,675 ㎡　＝ 1,725 千円 1,030 円/㎡ × 3,675 ㎡　＝ 3,785 千円
２０年目
で１回

187,919 千円 ○ 210,252 千円 △Ｌ　Ｃ　Ｃ（２０年）

桁内面　塗装費

初期コスト合計

桁本体塗替費用

中段足場費用

桁外面　塗装費

◆初期コスト、維持管理コスト共に安価となる。

コスト

防護板（製品費）

防護板（取付費）

桁本体塗替費用

検査路（製品費）

Ｌ　Ｃ　Ｃ（２０年）

桁内面　塗装費

◆桁間が開いておりメッキ製の検査路等が見えることから、景観性に劣る。

◆桁間の全面が歩行可能であり、点検・補修作業が容易である。

◆初期コストは安価であるが、維持管理コストが加わると高価となる。

中段足場費用

初期コスト合計

防護板（製品費）

防護板（取付費）

検査路（取付費）

桁外面　塗装費

検査路（製品費）

◆現在の標準的な構造である。

○ △

◆沖縄科学技術大学院大学(仮称)基幹環境整備(２号橋上部工)工事で採用さ
   れている。

◆寒冷地では、橋梁下面からの冷気が床版に直接当たることにより路面の
 凍結が早まる恐れがある。

◆寒冷地では、ＦＲＰパネルが下面からの冷気を遮断し、橋梁路面の
　凍結抑制効果が期待できる。

◆桁間は、湿気、塩分などが溜まりやすく、塗装の劣化が早くなる。

維持管理性

◆歩行できるのが検査路の部分のみであり、点検・補修ができる部分が限られ
　 る。

◆添加物や支持材が外気に曝されるため、腐食や汚損等が生じる可能性があ
　 る。

◆塗装系が外面仕様のため、桁間も定期的な塗り替えが必要となる。◆桁間を内面塗装に変更できるため、塗り替え面積を大幅に減少できる。

◆腐食し易い添架物や支持材が飛来塩分等から保護され、添架物をＦＲＰパネ
　 ルで直接支持した場合は支持材を省略できるため、防食上、有利となる。

路面安全性

従来の一般的な構造であるが、桁間に付着した飛来塩分や排気ガスの微粒子、鳥類の
糞等が雨水により洗い流しされることが無いため、　腐食が進行しやすい。

◆ＦＲＰパネルが軽量のため、将来施工を含めた現場施工が容易であり、維持
　 管理用の検査路に代わる常設足場として使用できる。

構造性 ◆維持管理用の通路として、検査路が設置される。

ＦＲＰ防護板 従来構造

軽量で耐久性の高いＦＲＰパネルで桁間を覆うことで腐食の原因となる鳥類の巣や糞の堆
積を遮断し、更に桁間を内面塗装とすることで維持管理を低減する工法である。

工法概要

耐久性
◆ＦＲＰパネルは耐食性に優れ、塗装が不要であることから、塗り替えの必要が
   ない。

施工実績

◆ＦＲＰの素材に着色が可能であり、桁間を覆うことで1箱桁橋のシルエットとな
　 ることから、景観性に配慮する事が可能である。

評価

景観性

検査路（取付費）

添加物
支持材

鋼桁L.Flg

FRP防護板

鋼桁L.Flg

検査路
桁間の腐食

鋼桁

FRP
防護板

飛来塩分遮
(ＦＲＰパネル

      



FRP飛来塩分防護板（４） 

 安全かつ確実な近接目視点検・補修作業が可能な常設足場 
 遮断効果により、腐食しやすい添架物を保護 
 鳥類の巣や糞の堆積を防止し、塗膜損傷による腐食を防止 

沖縄科学技術大学院大学２号橋 

鋼桁
ウェブ 

鋼桁
ウェブ 

FRP飛来塩分防護板 
横 桁 

FRP飛来塩分防護板 

（検査路としても機能） 

添架物支持材 添架物 



FRP飛来塩分防護板（５） 

 軽量なため、新設橋だけでなく、後付け設置も容易 
 地元業者でも取付け施工が容易 

沖縄科学技術大学院大学２号橋 

横 桁 

鋼桁
ウェブ 

鋼桁
ウェブ 

ＦＲＰ飛来塩分防護板 

鋼桁 鋼桁 

ＦＲＰ飛来塩分防護板 

(軽量のため、人力施工可) 



ＦＲＰ製マンホール蓋・扉 

1.3m 

2.0m 

ヒンジ式マンホール蓋 
（取替工事：白鳥大橋） NEXCO中日本 新東名 谷津川橋（PC橋） 

FRP点検孔蓋･梯子 FRP点検孔扉 

 軽量のため、開閉作業が容易で万一挟まれても安全 
 軽量のため、マンホールの大型化による維持管理性が向上 
 耐食性が高く、さびついて動かなくなることがない 

軽量のため、開口形状の大型化が可能 軽量のため、手作業による交換が可能 



まとめ 

 FRPは腐食・塩害対策に有効な手段である。 
 
 FRPはLCCを最小限に抑えることができ、経

済性に優れている。 
 
 FRPは軽いため、施工性が良く、工期短縮・コ

スト縮減に繋がる。 



ご静聴ありがとうございました 

貴方のアイディアをください！ 
（ＦＲＰの用途は無限大です） 
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